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長年にわたる

舵取りに感謝

　
本
年
度
の
定
期
総
会
を
持

っ

て
山
本
勇
組
合
長
が
退
任
さ
れ

た

。
平
成
１
４
年
４
月
の
県
一

漁
協
合
併
後

、
１
６
年
９
月
に

初
代
冨
沢
組
合
長
の
期
中
引
退

を
受
け
て
就
任

。
以
来
１
６
年

９

ヶ
月
に
わ
た
り
本
県
水
産
業

界
の
舵
を
取
ら
れ
た

。
将
に
全

国
初
の
県
一
漁
協
の
育
て
の
親

と
言

っ
て
も
過
言
で
な
い

。
豊

富
な
経
験
と
見
識
か
ら

、
国
や

県
の
議
員

、
幹
部
職
員
と
も
良

好
な
関
係
を
築
き

、
予
算
確
保

等
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
た

。

長
年
の
御
労
苦
に
深
甚
な
る
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す

。

役　職　名

常 勤 監 事

海上保安協会会長表彰を受けた山本前組合長

林 三 正

理
　
　
　
　
事

監
　
事

　
総
会
当
日
の
正
組
合
員
数
２

７
９
８
名
の
内

、
本
人
出
席

、

委
任
に
よ
る
出
席
及
び
書
面
議

決
に
よ
る
出
席
を
合
わ
せ
て
総

会
出
席
は
２
２
６
１
名
と
な

り

、
総
会
は
成
立
し
た

。

 
冒
頭

、
山
本
組
合
長
が
挨
拶

し

、
コ
ロ
ナ
禍
は
水
産
業
界
に

も
甚
大
な
影
響
を
与
え

、
当
漁

協
も
対
策
本
部
を
設
置
し

、
国

や
県
等
と
密
接
に
連
携
し
て
組

合
員
支
援
に
全
力
で
取
り
組
ん

だ

。
こ
の
結
果

、
税
引
前
当
期

利
益
５
千
万
円
当
期
剰
余
金
４

千
３
百
万
円
の
黒
字
と
な
り

、

自
己
資
本
比
率
も
改
善
し
た
こ

と
を
報
告

。
力
強
い
行
政
支
援

の
な
か
組
合
員
が
積
極
的
に
漁

協
を
利
用
し
た
賜
物
と
感
謝
し

た

。

 
ま
た

、
１
６
年
９

ヶ
月
の
長

き
に
わ
た
り
県
一
漁
協
の
組
合

長
を
務
め

、
九
州
・
山
口
地
区

三
連
会
長
会
の
会
長
や
全
漁
連

の
理
事

、
副
会
長
を
歴
任
で
き

た
こ
と
は

、
多
く
の
組
合
員

、

役
職
員
の
理
解
と
協
力
が
あ

っ

て
の
こ
と
と
謝
意
を
表
し
た

。

大 河 浅 利

三 宅 哲 朗

羽 迫 光 雅

（1）

ＪＦ大分

理 事

理 事

豊 島 功

須 川 直 樹

薬師寺 正治

疋 田 一 則

http://www.jf-oita.or.jp/

発行元
大分県漁協

令和３年度

代表理事組合長

代表理事組合長に

中根隆文氏

久保 須恵人

監 事

通常総会開催
　３０日、県水産会館において令和３年度通常総会を開催した。新型コロナウイルス感染症の終
息が見通せないことから、昨年に引き続き書面での議決権行使を推奨したが、提案した全ての議
案が賛成多数で可決、成立した。
　本年度は任期満了に伴う役員改選を行い、理事１１名、監事５名が選任された。総会後直ちに
第４回理事会を開催し、代表理事組合長に中根隆文氏、専務理事に本庄が選任された。また、
次いで開催された監事会では、代表監事に大河浅利氏、常勤監事に三宅哲朗氏が選任された。

理 事

理 事

理 事

氏　　名

専 務 理 事

新　　役　　員

鳴 海 盛 彦

中 根 隆 文

本 庄 新

 
加
え
て

、
県
漁
協
を
取
り
巻

く
状
況
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お

り

、
足
も
と
の
コ
ロ
ナ
対
策

、

改
正
漁
業
法
等
の
遵
守
は
も
と

よ
り

、
公
認
会
計
士
監
査
や
減

損
処
理
へ
の
対
応

、
信
用
事
業

譲
渡
の
是
非
な
ど

、
的
確
な
判

断
を
求
め
ら
れ
る
事
案
が
山
積

し
て
い
る
と
指
摘

。

 
今
後
と
も
新
役
職
員
が
一
致

団
結
し
て
事
業
活
動
に
全
力
で

取
り
組
み

、
組
合
員
の
経
営
安

定
と
協
同
組
合
活
動
の
発
展
に

寄
与
し
て
欲
し
い
と
締
め
く

く

っ
た

。

　
次
い
で

、
大
分
県
知
事
等
の

祝
辞
を
代
読
し

、
メ

ッ
セ
ー
ジ

祝
電
を
披
露
し
た
後

、
議
長
に

水
本
博
昭
氏
を
選
出
し
て
議
事

に
入

っ
た

。

　
第
１
号
議
案

「
第
１
９
事
業

年
度

（
令
和
２
年
度

）
事
業
報

告
及
び
剰
余
金
処
分
案
の
承
認

に
つ
い
て

」
か
ら
第
１
８
号
議

案

「
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

」

ま
で

、
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で

承
認
し
た

。

　
さ
ら
に

、

「
全
国
豊
か
な
海

づ
く
り
大
会
の
招
致
を
求
め
る

特
別
決
議

」
を
採
択
し
た

。
こ

れ
は

、
県
議
会
令
和
３
年
第
１

回
定
例
会
に
お
い
て

、
古
手
川

正
治
氏

（
自
民
党

）
が
代
表
質

問
で
２
巡
目
の
大
分
県
開
催
の

考
え
を
質
し

、
広
瀬
知
事
が

、

早
い
時
期
の
大
会
招
致
に
つ
い

て
前
向
き
に
検
討
し
た
い
と
答

弁
し
て
い
た
も
の

（
第
１
２
８

号
参
照

）
。
今
後
は

、
決
議
内

容
を
県
に
要
望
し

、
水
産
業
界

か
ら
も
大
会
招
致
の
機
運
を
高

め
て
い
き
た
い

。

理 事

理 事

理 事

近 乗 美 信

斎 藤 信 二

（任期）
令和３年６月３０日～令和６年度通常総会終結の時

理 事 戸髙 吾一郎

監 事

監 事

代 表 監 事

坂 本 政 治
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〜中津の海の幸

　
１
２
日

、
県
漁
協
中
津
支
店

は
小
祝
漁
港
に
お
い
て
～
第
２

回
中
津
の
海
と
山
か
ら
の
エ
ー

ル
～
美
人
小
屋
マ
ル
シ

ェ
を
開

催
し
た

。

　
中
津
干
潟
特
産
の
ハ
モ

、
イ

カ

、
シ
タ
ビ
ラ
メ
や
名
産
の
牡

蠣

「
ひ
が
た
美
人

」
な
ど
が
満

載
の

「
海
か
ら
の
エ
ー
ル
セ

ッ

ト

」
は
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
で
販

売
さ
れ

、
予
約
し
た
客
な
ど
が

次
々
と
車
で
来
場
し

、
買
い
求

め
て
い
た

。
ま
た

、
昼
食
に
最

適
な

「
ハ
モ
カ
ツ
丼

」
等
の
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
コ
ー
ナ
ー

、
水
産

加
工
品
の
販
売
ブ
ー
ス
に
加
え

山
の
幸
を
積
ん
だ

「
や
ま
く
に

軽
ト
ラ
市

」
も
併
設
さ
れ
た

。

広
い
敷
地
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
は
確
保
さ
れ
な
が
ら

も

、
漁
港
に
は
賑
わ
い
の
場
が

創
出
さ
れ
た

。

　
会
場
で
は

、
支
店
職
員
は
も

と
よ
り

、
市
の
担
当
者
や
県
の

普
及
員
も
円
滑
な
運
営
を
支
え

て
お
り

、
コ
ロ
ナ
禍
の
魅
力
あ

る
イ
ベ
ン
ト
に
な

っ
た

。

美人小屋マルシェ開催 ⼭の幸ずらり〜

４５０店舗 レ
シ
ピ
も
公
開

じ
み
が
薄
い
東
日
本
を
対
象
に

時
短
健
康
メ
ニ

ュ
ー
を
提
案
し

て
市
場
を
開
拓
す
る
取
組
を
開

始
し
た

。

　
メ
ニ

ュ
ー
は

、
包
括
的
連
携

協
定
を
結
ぶ
食
品
メ
ー
カ
ー
の

カ
ゴ
メ

（
名
古
屋
市

）
が
考
案

し
た

。

「
野
菜
×
お
さ
か
な
健

康
時
短
レ
シ
ピ

」
と
銘
打
ち

、

「
ヒ
ラ
マ
サ
の
冷
製
ト
マ
ト

パ

ッ
ツ

ァ

」
、

「
ヒ
ラ
マ
サ
と

夏
野
菜
の
ケ
チ
ャ
ッ
プ
焼
き

」

な
ど
５
品
を
提
案

。
い
ず
れ
も

１
０
～
２
０
分
で
作
る
こ
と
が

で
き
る

。

　
販
売
先
量
販
店
は
オ
ギ
ノ

（
山
梨
県

）
、
オ
ー
ケ
ー

（
神

奈
川
県

）
ア
オ
キ
ス
ー
パ
ー

（
愛
知
県

）
な
ど
８
企
業
の
約

４
５
０
店
舗

。

「
Ｔ
ｈ
ｅ
・
お

お
い
た

」
ブ
ラ
ン
ド
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
三

共
物
商

（
福
岡
市

）
と
連
携
し

て

、
県
漁
協
が
フ
ィ
レ
加
工
し

た
商
品
を
供
給
し
て
い
る

。
店

舗
ご
と
に
開
催
期
間
は
異
な
る

が

、
６
月
１
２
日
に
ス
タ
ー
ト

し

、
７
月
１
１
日
ま
で
の
１

ヶ

月
間
の
開
催
と
な
る

。

　
な
お

、

「
野
菜
×
お
さ
か
な

健
康
時
短
レ
シ
ピ

」
は
カ
ゴ
メ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
さ
れ

て
い
る

。

関東・中部量販

カゴメのヒラマサレシピ ⇒ https://www.kagome.co.jp/products/recipe/foodstuff/A63/

　

　
　
拡
販
ス
タ
ー
ト

　

大
分
ヒ
ラ
マ
サ

（2）

ナ

対 策

　
本
県
の
養
殖
ヒ
ラ
マ
サ
は

、

元
年
の
生
産
量
が
５
１
８
ト
ン

全
国
第
３
位
の
生
産
を
有
す
る

高
級
魚
だ
が

、
コ
ロ
ナ
禍
で
外

食
需
要
が
落
ち
込
み
販
路
が
縮

小
し
て
い
る

。
こ
の
た
め
県
は

内
食
需
要
を
喚
起
し
て
消
費
を

拡
大
す
る
た
め

、
食
文
化
の
な

コ ロ
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#

編
集
後
記

し
て
い
る

。

　
漁
船
漁
業
の
状
況
を
改
善
す

る
た
め

、
県
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か

。

【
答
弁

】
佐
藤
農
林
水
産
部
長

　
漁
船
漁
業
の
状
況
を
改
善
す

る
た
め
に
は

、
冷
え
込
ん
だ
県

産
水
産
物
の
需
要
を
作
り
出
す

こ
と
が
重
要
で
あ
り

、
量
販
店

の
フ

ェ
ア
開
催
や
ネ

ッ
ト
販
売

の
強
化
に
よ
り
消
費
を
喚
起
す

る
と
と
も
に

、
関
あ
じ

、
養
殖

ブ
リ
・
ヒ
ラ
メ
を
合
計
４
８
万

食

、
小
中
学
校
等
の
給
食
に
提

供
し
た

。

　
今
年
度
も
引
き
続
き
量
販
店

の
フ

ェ
ア
や
ネ

ッ
ト
販
売
を
行

う
と
と
も
に

、
新
た
に
杵
築
市

に
あ
る
県
漁
協
の
加
工
施
設
を

活
用
し

、
骨
切
り
ハ
モ
な
ど
を

学
校
給
食
に
提
供
す
る

。
ま
た

飲
食
店
の
時
短
営
業
等
の
影
響

を
受
け
た
生
産
者
等
に
は

、
事

業
継
続
を
応
援
す
る
支
援
金
を

用
意
し
て
い
る

。

　
燃
油
価
格
に
つ
い
て
は

、
国

の
価
格
補
填
制
度
が
３
年
ぶ
り

に
発
動
し
て
お
り

、
こ
の
制
度

の
活
用
を
促
す

。

　
加
え
て

、
水
産
資
源
を
回
復

さ
せ
る
取
組
も
不
可
欠
で
あ
り

建
替
を
進
め
て
い
る
漁
業
公
社

国
東
事
業
場
の
種
苗
生
産
機
能

を
強
化
す
る
な
ど

、
各
種
施
策

に
し

っ
か
り
取
り
組
み

、
漁
船

漁
業
の
一
層
の
振
興
を
図
る

。

　
６
月
１
５
日

、
県
議
会
第
２
回
定
例
会
が
開
会
し
た

。

２
１
日
か
ら
２
３
日
の
３
日
間
に
一
般
質
問
が
行
わ
れ

、

自
由
民
主
党
の
阿
部
長
夫
氏

（
杵
築
市

）
は
漁
船
漁
業
の

振
興
に
つ
い
て
質
し
た

。
 

水
産
関
係
質
問
の
要
旨

県
議
会
第
２
回
定
例
会

【
質
問

】
阿
部
議
員

　
本
県
漁
船
漁
業
の
生
産
額
は

１
０
年
前
の
６
８
％
ま
で
減
少

し
て
い
る

。

　
コ
ロ
ナ
は
依
然
と
し
て
猛
威

を
振
い

、
東
京
や
大
阪

、
福
岡

な
ど
大
消
費
地
で
は
飲
食
店
の

時
間
短
縮
や
休
業
に
よ
り

、
再

び
高
級
魚
介
類
を
中
心
に
需
要

が
減
少
し
て
い
る

。

　
そ
の
結
果

、
水
揚
げ
額
が
減

少
し
て
い
る
漁
業
者
が
多
く

、

最
近
の
燃
油
価
格
の
上
昇
も
あ

り

、
漁
船
漁
業
は
厳
し
さ
を
増

（3）

　
３
０
日
の
通
常
総
会
を
も

っ
て

山
本
勇
組
合
長
が
退
任
さ
れ

、
第

４
回
理
事
会
で
中
根
隆
文
氏
が
新

た
な
代
表
理
事
組
合
長
に
選
任
さ

れ
た

。

　
山
本
前
組
合
長
は
１
６
年
余
の

長
き
に
わ
た
り
県
漁
協
を
牽
引
し

水
産
業
界
の
振
興
発
展
に
大
き
な

足
跡
を
残
さ
れ
た

。
衷
心
よ
り
慰

労
と
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い

。

　
こ
れ
か
ら
の
漁
協
業
務
は

、
コ

ロ
ナ
禍
の
販
売
対
策
を
は
じ
め

、

適
切
な
資
源
管
理
や
成
長
産
業
化

の
推
進
な
ど

、
取
り
組
む
べ
き
課

題
が
山
積
し
て
い
る

。
中
根
新
組

合
長
の
も
と
役
職
員
が
協
調
し

、

協
同
組
合
活
動
を
推
進
し
た
い

。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解

、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

。

象
庁
の
前
身
で
あ
る
東
京
気
象

台
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

。
こ
れ

を
記
念
し
て

、
昭
和
1
7
年
か

ら
6
月
1
日
を

「
気
象
記
念

日

」
と
し
て
制
定
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た

。

　
毎
年

、
こ
の
記
念
日
に
併
せ

気
象
庁
よ
り
気
象
業
務
に
功
績

の
あ

っ
た
団
体
等
へ
の
表
彰
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が

、
今
回

、

県
の
漁
業
調
査
船

「
豊
洋

」
が

多
年
に
わ
た
り
海
洋
の
表
層
水

温
の
観
測
通
報
に
積
極
的
に
協

力
し
気
象
業
務
の
発
展
に
寄
与

し
た
功
績
が
認
め
ら
れ

、
気
象

庁
長
官
表
彰
を
受
賞
し

、
感
謝

状
と
記
念
楯
を
い
た
だ
き
ま
し

た

。

　
現
在
の
3
代
目

「
豊
洋

」
は

令
和
元
年
7
月
に
新
造
船
と
し

て
運
航
を
開
始
し
た
ば
か
り
で

す
が

、
最
新
鋭
の
調
査
機
器
等

も
装
備
さ
れ
て
お
り

、
今
回
の

受
賞
を
励
み
に

、
よ
り
一
層
現

場
の
期
待
に
応
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す

。

水 ランド ６月はアジ祭り

　
６
月
の

「
お
お
い
た
県
産
魚
の
日

」
は
２

５
日

、
ラ
ン
ド
３
店
舗
で

「
ア
ジ
祭
り

」
を

開
催

。
人
流
が
増
え
つ
つ
あ
る
Ｏ
Ｐ
Ａ
店
で

は
シ
マ
ア
ジ
の
試
食
が
好
評
だ

っ
た

。
初
の

試
み
と
な
る
高
校
生
コ
ラ
ボ
企
画
で
は
大
分

商
業
高
の
書
道
部
員
が
達
筆
を
披
露
し
て
く

れ
た

。
さ
て
皆
さ
ん

、
読
め
ま
す
か
？

　
明
治
8
年
6
月
1
日

、
日
本

初
の
気
象
台
と
し
て
現
在
の
気

　
気
象
庁
長
官
表
彰

　
調
査
船

「
豊
洋

」
に

研

だ

よ

り

　
心
に
残
る

「
ウ
オ
メ
シ

」
、

今
回
は

「
う
な
ぎ

」
。
シ
ラ
ス

の
不
漁
で
値
上
が
り
し

、
一
層

高
嶺
の
花
に
な

っ
た
感
は
あ
る

が

、
暑
く
な
る
こ
の
季
節

、
無

性
に
食
べ
た
く
な
る

。

 
別
府
市
の
グ
ロ
ー
バ
ル
タ

ワ
ー
に
ほ
ど
近
い

「
い
ま
勢

」

は
料
金
体
系
が
わ
か
り
や
す
い

お
店

。
何
切
れ
乗
せ
る
か

、
肝

吸
い
を
付
け
る
付
け
な
い
で
値

段
が
決
ま
る

。
写
真
は
３
切
れ

乗
せ
の

「
並

」
で
肝
吸
い
な
し

の
２
７
０
０
円

。
財
布
に
は
厳

し
い
が

、
し
ば
し
幸
せ
な
ひ
と

と
き
で
あ
る

。

（
値
段
に
つ
い
て
は

「
私
が
食
べ

た
時
点

」
と
言
う
こ
と
で

、
今
回

に
限
ら
ず
ご
了
承
の
ほ
ど
を

。

）

サカナをたべれば

幸福が見えてくる

ウ オ
メ シ


